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表題の件、以下の通りご報告申し上げます。	 

	 

１	 期	 日	 	 2016 年 9 月 1 日（木）〜2日（金）	 

	 

２	 会	 場	 	 サイアム	 ベイショア	 リゾート	 &	 スパ	 ホテル	 

タイ王国パタヤ（チョンブリー）	 

	 

３	 主	 催	 	 ・King Mongkut’s University of Technology Thonburi, Thailand 

・University of Miyazaki, Japan 

・Miyakonojo National College of Technology, Japan 

・National Institute of Technology, Ariake College, Japan 

・Kyungsung University, Republic of Korea 

・Nakhon Phanom University, Thiland 

・Dhunburi Rajabhat University, Samut Prakan Campus, Thailand 

	 

４	 論文集	 	 International Conference on Science, Technology & Education 

（Technology，Hand-making，Engineering Education，Energy & Environmental）2016 

ISBN：978-974-456-776-5（編集・発行	 国立キングモンクット工科大学トンブ

リー校）	 

	 

５	 参加費	 	 一般：9500 バーツ（約 28,500 円）	 

学生：6500 バーツ（約 19,500 円）	 

	 

６	 概	 要	 	 

2016 年 9 月 1，2 日の 2日間，タイ王国パタヤ（チョンブリー）のサイアム	 ベイショア	 リ

ゾート	 &	 スパ	 ホテルにおいて ICSTE2016，International Conference on Science, 
Technology & Education(Technology, Hand-making, Engineering Education, Energy & 



Environment)2016が開催された。この国際会議では，日本，タイ，韓国などから 66件（口

頭発表 51件，ポスター発表 14件，招待講演 1件）の発表があり，2会場にわかれ技術教育

や工学に関する議論が交わされた。発表内容は，STEM教育，機械・土木工学，工学教育と

アクティブラーニング，応用工学，電気工学，エネルギー工学といったように多岐にわたる

ものであった。日本からは，招待講演に京都教育大学名誉教授の安東茂樹先生が登壇された

他，合計で 21件（口頭発表 15件，ポスター発表 6件）の発表があった。 

以下に，本大会及び会場周辺の様子を画像で紹介する。 

	 

	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 写真 1	 会場	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真 2	 講演発表の様子①	 

	 

	 	 	 	 	 

	 	 	 	 写真 3	 講演発表の様子②	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真 4	 タイ(パタヤ)の街並み	 

	 



	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 写真 5	 カオシーチャン	 	 	 	 	 	 写真 6	 サンクチュアリーオブトゥルース	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 写真 7	 サンクチュアリーオブ	 	 	 	 	 	 	 	 写真 8	 カオ	 プラ	 バートからの景色	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 トゥルースの内部	 

	 

2017 年度は，タイ王国のノーンカーイ（Nong	 Khai）が会場となる予定である。また，例

年同様に Special	 issue	 も発刊される予定である。2016 年度と同様に，可能な限り多くの

国内研究者が協力し合うような体制を整えるとともに，積極的に研究成果を世界に向けて発

信していく必要があると感じている。	 


